
令和２年度第５回経営協議会議事要旨

    日 時 令和３年２月２２日（月）１３時００分～１４時１２分

    場 所  札幌駅前サテライト（教室１）

   出席者 学外委員：今井、柿沼、串田、蔵本、小玉、松岡、見上

       学内委員：蛇穴、佐川、後藤、横山、黒﨑、荒井

       オブザーバー：後藤、曽我、玉井、海老名

     欠席者 なし

  議事に先立ち、学長から、資料１に基づき、第４回の議事要旨（案）について説

明があり、了承された。

○議 題

１．国立大学法人ガバナンス・コード適合状況等について

黒﨑理事から、資料２に基づき、経営協議会委員及び監事の確認状況を加えた報

告書（案）について説明があり、審議の結果、原案どおり了承され、役員会に付議

することとした。

２．令和３年度予算編成の基本方針（案）等について

黒﨑理事及び成田財務部長から、本議題は報告１と関連しているため、先に資料

４－１から資料４－３に基づき、令和３年度国立大学法人運営費交付金予定額等に

ついて説明があった。

続いて、黒﨑理事及び成田財務部長から、資料３－１から資料３－３に基づき、

令和３年度の本学の予算編成の基本方針（案）等について説明があり、審議の結果、

原案どおり了承され、役員会に付議することとした。

【学外委員からの主な意見等】

●「デジタルを活用した教育の高度化」とは、教育の質の向上であると考える。教育

の基本はコミュニケーションであり、デジタルを活用することでどのように高度化で

きるのか十分に検討いただきたい。

●コロナ禍によって、教育研究や学生支援の在り方が問われることとなった。本学が

考える「新たな日常」を書き出し、ＩＣＴ教育環境を整備したその一歩先まで検討し

ていただきたい。

○報 告

１．令和３年度国立大学法人運営費交付金予定額について

議題２の審議に併せて報告された。

以  上


